
福 岡 ６ 区 衆 院 補 選 

藏内 謙（くらうち けん）氏の推薦を決定！ 

 １０月２３日投開票が行われます福岡６区衆院補欠選挙において、緑友会福岡県議団

は、自由民主党県議団とともに、「藏内 謙」氏を推薦することに決定致しました。 

 福岡６区内の緑友会は、「うきは市」の小河誠嗣県議であります。これまで浮羽

地域においては、大石正紀県議、出利葉史郎県議を輩出され、昨年の統一地方選挙

では、小河誠嗣県議を、緑友会福岡県議団に送り出して頂きました。 

 福岡県議会において自民党と緑友会は友好会派であり、常に一致結束して県政の

発展と県民の福祉の向上に取り組んでまいりました。 

 「うきは市」の振興と発展のためには、自民党と緑友会が力を合わせて県予算を

確保し、国へ働きかけもしなくてはなりません。 

 小河誠嗣県議は一期目であり、地元事情の中で大変難しい立場となっています。

私たち緑友会福岡県議団は、小河誠嗣県議と「うきは市」を孤立させるわけにはい

きません。何としても小河誠嗣県議を育て、「うきは市」の振興を支えていなけれ

ばならないと決意しています。 

 緑友会福岡県議団は、自民党県議団と力を合わせて、「うきは市」で「藏内 謙」

氏の支援の輪を広げてまいります。 

 小河誠嗣県議を県議会の中で活躍して頂き、「うきは市」発展・振興のために、

緑友会福岡県議団の力を結集して頂きますようにお願い致します。 
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台
風
第
十
号
に
よ
り
、
東
北
、
北

海
道
地
方
で
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々

に
対
し
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
九
月
定
例
県
議
会
で
は
、
「う
き

は
市
」選
出
の
小
河
誠
嗣
県
議
が
初

め
て
代
表
質
問
で
壇
上
に
立
ち
ま

し
た
。
知
事
・教
育
長
・警
察
本
部

長
に
、
県
政
全
般
に
わ
た
り
、
ま

た
、
地
元
う
き
は
市
の
課
題
に
も
質

し
ま
し
た
。 

藏内謙 氏の福岡県内の国会議員推薦人には、衆議院

議員福岡県選挙区の１区から１０区まで、すべて代議

士と福岡県選出自民党参議院議員が推薦人です。 
 

福岡１区衆議院議員  井上貴博  福岡２区衆議院議員  鬼木 誠 

福岡３区衆議院議員  古賀 篤  福岡４区衆議院議員  宮内秀樹 

福岡５区衆議院議員  原田義昭  福岡７区衆議院議員  藤丸 敏 

福岡８区衆議院議員  麻生太郎  福岡９区衆議院議員  三原朝彦 

福岡10区衆議院議員  山本幸三  

福岡選挙区参議院議員 松山政司  福岡選挙区参議院議員 大家敏志 

自由民主党 元幹事長 古賀 誠 



小 河 誠 嗣 県 議 、 堂 々 の 代 表 質 問 
 

９
月
定
例
県
議
会
代
表
質
問 

 

一
．
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

 

①
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
る
本
県
経
済
へ
の
影
響 

 

②
公
共
事
業
の
早
期
執
行
の
状
況 

 
③
国
の
大
型
経
済
対
策
の
活
用  

 
 

 

 
④
県
民
の
日
を
制
定
し
た
場
合
の
波
及
効
果   

 

⑤
地
方
創
生
推
進
交
付
金 

 

⑥
北
九
州
空
港
に
お
け
る
今
後
の
路
線
誘
致  

 

⑦
福
岡
空
港
と
北
九
州
空
港
の
連
携 

 

⑧
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
開
催
に
向
け 

 
 

 

た
気
運
醸
成 

 

⑨
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
福
岡
県
連
絡
会
議
の
趣
旨
と
活 

     

動
状
況 

 

⑩
Ｇ
７
北
九
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
の
開
催
地
と 

     

し
て
の
成
果 

【小
河
誠
嗣
議
員
】  

 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
食
と
緑
を
守
る
緑
友
会 

福
岡
県
議
団
の
小
河
誠
嗣
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今 

回
初
め
て
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
す
。
さ
て
、
小
川
知
事
に
は
、
今
議
会 

開
会
日
の
１
４
日
に
、
「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
で
う
き 

は
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
平
成
２
４
年
の
九
州 

豪
雨
災
害
の
甚
大
な
被
害
か
ら
復
旧
し
た
田
篭 

地
区
や
保
育
園
と
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
一
体
と 

な
っ
た
幼
老
連
携
型
施
設
、
さ
ら
に
、
柿
の
「
秋 

王
」の
農
園
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
う
き
は
市
の
各
団
体
の
代
表
の
方
と
の 

意
見
交
換
会
で
は
市
の
活
性
化
に
対
し
助
言
を 

い
た
だ
き
、
有
意
義
な
交
流
が
出
来
た
と
思
っ
て 

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【小
川
洋
知
事
】  

二
．
④
平
成
２
４
年
の
豪
雨
に
よ
り
、
親
ア
ユ
の 

多
く
が
流
さ
れ
、
川
底
も
大
き
く
変
化
し
た
こ 

と
か
ら
、
翌
年
に
遡
上
す
る
稚
ア
ユ
の
減
少
が 

予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
川
底
の
状 

態
な
ど
を
調
査
し
、
漁
協
に
対
し
、
ア
ユ
の
産
卵 

場
の
適
地
や
そ
の
時
期
を
指
導
す
る
と
と
も 

に
、
稚
ア
ユ
の
緊
急
放
流
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
。 

 

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
２
６
年
は
、
稚
ア
ユ
の
遡 

上
量
は
回
復
し
た
が
、
夏
期
天
候
の
不
順 

で
、
ア
ユ
の
餌
と
な
る
コ
ケ
が
減
少
し
、
ア
ユ
の
成 

長
や
生
存
が
悪
く
、
漁
獲
も
低
調
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
、
昨
年
か
ら
、
短
期
間
で
親
と
な
る 

大
型
ア
ユ
の
放
流
数
を
増
や
し
た
結
果
、
今
年 

の
ア
ユ
の
遡
上
量
は
、
昨
年
に
比
べ
、
約
５
倍
に 

増
加
し
、
現
在
、
ア
ユ
の
漁
獲
も
順
調
に
行
わ
れ 

て
い
る
。
県
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を 

継
続
し
て
行
い
、
ア
ユ
資
源
の
増
大
に
努
め
る
。 

 

三
．
①
県
に
お
い
て
は
、
市
町
村
で
健
康
づ
く
り 

に
取
り
組
む
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上 

を
図
る
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し
、
食
と
健
康 

に
関
す
る
講
義
や
実
習
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

先
進
的
な
活
動
事
例
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、
ま 

た
、
各
市
町
村
の
食
生
活
改
善
推
進
会
に
は
、 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
の
活
動
経
費
の
一
部
を 

助
成
し
て
い
る
。
今
後
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る 

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
研
修
に
県
の
保
健 

師
な
ど
派
遣
し
、
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
る
。 

【城
戸
教
育
長
】  

六
．
②
県
立
高
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
全
員
が
学 

習
す
る
公
民
科
の
授
業
を
中
心
に
、
主
権
者
と 

し
て
の
自
覚
を
促
す
教
育
を
実
施
し
て
き
た
。 

ま
た
、
こ
の
た
び
の
選
挙
権
年
齢
の
引
下
げ
を
踏 

ま
え
、
模
擬
選
挙
等
の
体
験
的
な
活
動
な
ど
、 

現
実
の
政
治
的
課
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
実
際
の 

選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
を
促
進
す
る
取
組
み 

を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取 

組
み
に
よ
り
、
今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
投 

票
行
動
に
お
い
て
も
、
一
定
の
成
果
が
表
れ
た
の 

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
１
８
歳
の 

約
半
数
が
投
票
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か 

ら
、
政
治
参
加
を
推
進
す
る
取
組
み
の
一
層
の 

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

【樹
下
警
察
本
部
長
】 

七
．
①
県
警
察
で
は
、
こ
れ
ま
で
暴
力
団
対
策 

を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
組
織
の
総
力
を 

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の 

結
果
、
特
に
工
藤
會
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に 

な
い
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
な
ど
、
本
県
の
暴 

力
団
対
策
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る
も
の
と
認 

識
し
て
い
る
。
今
後
も
、
未
解
決
事
件
の
検
挙
を 

始
め
、
取
締
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
団 

に
加
入
さ
せ
な
い
た
め
の
教
育
の
推
進
、
資
金 

源
の
遮
断
離
脱
・
就
労
支
援
な
ど
、
各
種
暴
力 

団
排
除
活
動
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

 

県
警
察
と
し
て
は
、
県
民
の
皆
様
の
保
護
警
戒 

活
動
に
万
全
を
期
し
た
上
で
、
県
民
の
皆
様 

や
、
関
係
機
関
・
団
体
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な 

が
ら
、
「
暴
力
団
の
壊
滅
」
に
向
け
、
常
に
警
察 

が
前
面
に
立
ち
、
全
力
で
暴
力
団
対
策
を
推
進 

し
て
い
く
。 

 

 

二
．
農
林
水
産
問
題
に
つ
い
て 

 

①
水
田
農
業
の
振
興 

 

②
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
取
組
み 

 

③
森
林
環
境
税
の
継
続  

 
 
 

 

④
ア
ユ
の
資
源
を
増
や
す
取
組
み  

 

⑤
食
育
・地
産
地
消
の
推
進 

 
 

 

三
．
保
健
医
療
問
題
に
つ
い
て  

 

①
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

 
 

 

活
動
状
況
と
重
要
性
の
認
識 

 
 

 

四
．
商
工
問
題
に
つ
い
て 

 

①
地
域
中
小
企
業
支
援
協
議
会
の
取
組
み 

 

②
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
活
用
に
関
す
る
県
の
支
援 
 

 

③
九
州
ふ
っ
こ
う
割 

 

 

五
．
防
災
対
策
に
つ
い
て 

 

①
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
支
援 

 

②
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
人
情
報
の
開
示 

 
 

 

 

六
．
教
育
問
題
に
つ
い
て  

 

①
高
校
段
階
に
お
け
る
主
権
者
教
育
の
成
果 

 

②
学
校
教
育
全
体
を
通
し
た
主
権
者
教
育
の
取
組 

  

七
．
警
察
問
題
に
つ
い
て 

 

①
暴
力
団
対
策 


